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Li＝円 ｛Pi),i:piC附 (2.1) 
(i, j=l, 2, 
とこで， ［，7 は， i地域からj地域への物資輸送量
あるU、iま取引量；，ないしは人口移動量を示し，P，は
供給地域 lの供給特性を表わす指標，たとえば地
域の人 I~ とが所得たど，乃は需要地域j の人口あ
るいじl苛科を示す。また， d,jはiからjまでの距
離を表わし， ＇lVi, 'WJはそれぞれ九，門店つくウ
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Xi'出S 地域の i財総投入量（口~ xrっ
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その関
伴、の意味を考えてみよう。 i財の地域間交易量X'
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J 産業財を r固から s因へ動かすのに要す
る1単位当りの運賃および保険料とする。
実際の計i日IJにiま，つぎの量を用いた。











































¥ (r=l=s) / 
E二 r[ij <J) i財輸出量一手X;')
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もう一つだヴ異なったタイプのモデルつぎに，入ア ,. J 

























ID; S;¥ x；バ／ I→ l=C, 









I Xr" , 
log[ D{' S;' J= -0.137 0.907 log d；中 (3.8)
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出てU、るo よ二のあたりから， レオンティエ 7 ・ス
ツラウツ・モデノレに対する批判の材料が出てくる
わけでああが，この検討はJ欠節で詳しくなされる。
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（単位： 1肋ガドノレ）m 2 表 本分析のための統；;Jr、一久 19ゆ年
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（出所） ①，⑨，③，④；“1970 Foreign Trade Statistics of the Philippines，” Bureau of Census a珂dStatis-
tics, Philippines. 
⑤； UN，“The Growth of World Industry 1970 edition，”および“Annualsurvey of Manufactures, 1969，” 
BCS, Philippiπes. 
R; Ibid.および『昭和44年工業統計表，産業編』，通産省調査統計部。
(l•' ; Ibid. 
（沿っ (i} 3カ国合計供給示（S;"l：土， 1000万ドルでの四捨五入を行なっている。
67 
973020070.TIF
祭 3哀 グ ラ グ f テ ィ 系i＇行 E r' ノレの ~I- 7日1結果
,.,:~ I 't=¥ 
om I 

























D; S; x：口 G・




',; c-., fこ Cc，：） は，







D; • S; 
X刊＝G・一一－


















(D1, s;, d;', Sf'。ただし， stは後にその問題を脅
え jj'[す〉｛こ，それぞれ~YL ねな弾性植を与えれi:_t',
2国聞の産業取引がかなり l書iL、精度で説明されう
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モデル 1,5, 6, 7の4ケースすべてにつL、て．
対日本の場合にはラ日本の供給力が7 : （）ピン円
需要力よりも強く影哲し（つくか。対アメリカのi弘
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』 1）〆りで0.7~）；＼から 0.831の範｜引でかなり t:i ＼、相関
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川jγiづ］ iJ推計を行なった。村 i,1~ ， .t. 市 l表tこ示さ
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l註に;fj1，、て， 日本， ,・ ＇リカ 2プJ l五の占め乙主j合は以
下のとわりである。




（注2) 山下， ）fjJI' 1Jl賀二（ C 9〕。
（注 3) rータlま1969年のものであるので，その
時点の公定為替レートを用いた。
（注 4) [ l；様な刀法；t，金子校以〈中央太子：）によ
って行なわれている。教授は，：！本のlr!辛:35;1地域連
関表を斤jい， L-S モデノレの実証を行な1.,, i/rt業部門
ゴとにfli新日；f.i>度 fを，H起している〈ここごの距離は
物理的七 j/[• :(t〕。金子〔7〕第 7；＇ト。
（注5) Isard [3] chap. 1, p. 509. 
（注6) Isard [3] chap. 11, pp. 497，田8509.他に．
キャロノし・ミーヴ 4スのデトロイト地区の旅行回数の
例で1.63，ハマー・アイケノレの電動回数，航空機によ
ろ旅froノ例で1.3ー1.8，.いう新lt＇.之、あげ t) '. ＇：いる。
























































.h，結局， 「基本モデルの一般型j （モ手；i, I ) 
が，すべてに優れていると判断され，採用される
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